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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成21年8月6日(2009.8.6)

【公開番号】特開2008-169493(P2008-169493A)
【公開日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-029
【出願番号】特願2007-1702(P2007-1702)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｃ   7/04     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   9/16     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ  15/12     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｃ   7/04    　　　　
   Ｄ０１Ｆ   9/16    　　　　
   Ｄ０３Ｄ  15/12    　　　Ｚ
   Ｄ０３Ｄ   1/00    　　　Ａ
   Ｄ０３Ｄ   1/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月11日(2009.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロース系繊維の糸からなる織布、編布または織編布を原料繊維布帛とし、これを加
熱炭素化して炭素化繊維布帛を製造する方法であって、
　原料繊維布帛を巻物状態として耐熱性筒状体に装填して、当該筒状体により原料繊維布
帛を酸化性雰囲気下に半密封状態で囲繞し、
　この原料繊維布帛の巻物が装填された耐熱性筒状体を、加熱炉内に配して加熱し、
　７５０℃～１０００℃の最終加熱温度領域まで連続して昇温し、最終加熱温度にて所定
時間保持することを特徴とする炭素化布帛の製造方法。
【請求項２】
　加熱昇温工程途中において、原料繊維布帛の囲繞雰囲気が、原料繊維布帛の熱分解によ
り発生する出ガスにより酸化性雰囲気から非酸化性雰囲気へと置換されるものである請求
項１に記載の炭素化布帛の製造方法。
【請求項３】
　前記耐熱性筒状体の内容積は、原料繊維布帛の巻物の見掛容積の１．００１倍～２．０
倍であることを特徴とする請求項１または２に記載の炭素化布帛の製造方法。
【請求項４】
　前記耐熱性筒状体は、金属、または黒鉛ないしグラファイト製のものであり、原料繊維
布帛の巻物は、当該耐熱性筒状体の内面に非接触状態で収納されるものである請求項１～
３のいずれかに記載の炭素化布帛の製造方法。
【請求項５】
　前記耐熱性筒状体は、その内径が１５～５０ｃｍのものである請求項１～４のいずれか
１つに記載の炭素化布帛の製造方法。
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【請求項６】
　常温域から７５０～１０００℃の最終加熱温度領域までの昇温が、５０～２００℃／時
間の昇温速度にて行われることを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載の炭素化
布帛の製造方法。
【請求項７】
　加熱開始から最終温度での加熱終了までの総合加熱保持時間が１０～５０時間であるこ
とを特徴とする請求項１～６のいずれか１つに記載の炭素化布帛の製造方法。
【請求項８】
　加熱により発生する出ガスは、加熱炉外部に導出され、加熱炉外部において燃焼される
ものである請求項１～７のいずれか１つに記載の炭素化布帛の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】炭素化布帛の製造方法
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